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漂流
故郷へ オホーツクイルクーツク

世界周航長崎梅ヶ崎長崎江戸

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

アリューシャン列島

1 ５ヶ月の漂流

２ヶ月の幽閉生活

  ４人の見聞をもとに
  大槻玄沢らが
「環海異聞」を著す

2
3

6

7

4

5

5

小島に漂着

帰郷

船頭の平兵衛が病死
アリュート人に助けられ
ロシア人の船で
オホーツクに向かう

16人全員が生き延びる

ベーリング海で
流氷に乗り上げる

千石船若宮丸 模型

　ロシア船で氷山を見る★

　凍った川を走る馬ソリ★

　馬での夏の旅★

　シベリアを横断した馬車★

　気球ショーの気球と見物する人々★

　ロシア皇帝アレクサンドル１世夫妻★

　巨大な地球儀の内部がプラネタリウムになっていた★

　劇場★　観覧車★

　アリュート人の男女・少女と穴のような住居★

　マルケサス諸島の男女★

　「露日辞書」

　ハワイ諸島の男女★

　マルケサス諸島の船★

　バイカル湖での網漁★

　長崎に停泊したナジェージダ号 九州諸藩の船に取り囲まれている★ 　　ロシア使節レザーノフ★

★印の図版はすべて宮城県図書館所蔵の「環海異聞」写本より

劇場やプラネタリウム
気球ショーなどを見物

 １年２ヶ月の航海中に
 レザーノフと善六が
「露日辞書」を編纂

南極大陸との海峡で
暴風に揉まれ
遭難しそうになる

津太夫・儀兵衛・左平・多十郎の他
残留組の善六も通訳として乗る

 津太夫・儀兵衛
 左平・多十郎が
１２年ぶりに
 故郷に帰る

赤道を越える

再び赤道を越える

働きながら７年暮らす

世界一周就航船
ナジェージダ号で航海

シベリア横断①
船親父の吉郎次が病死

善六 下船

多十郎が自殺未遂

全身刺青の
島人を見る

シベリア横断②

ロシア皇帝に謁見
6人がロシア残留を申し出る
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寛
政
５
年（
一
七
九
三
）

 

11
月
27
日 

若
宮
丸
、江
戸
を
目
指
し
石
巻
出
港

 

11
月
29
日 

若
宮
丸
、塩
屋
崎
沖
で
遭
難

寛
政
６
年（
一
七
九
四
）

 

5
月
10
日 

若
宮
丸
、ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の

小
島
に
漂
着

 

6
月
8
日 

船
頭
の
平
兵
衛
死
亡

 

6
月
13
日 

漂
流
民
15
人
、ナ
ア
ツ
カ
港
到
着

寛
政
７
年（
一
七
九
五
）

 

4
月
3
日 

ナ
ア
ツ
カ
出
港

 

6
月
28
日 

漂
流
民
15
人
、オ
ホ
ー
ツ
ク
着

 

8
月
18
日 

儀
兵
衛
・
善
六
・
辰
蔵
、オ
ホ
ー
ツ
ク
発

寛
政
８
年（
一
七
九
六
）

 

1
月
24
日 

儀
兵
衛
・
善
六
・
辰
蔵
、イ
ル
ク
ー
ツ
ク
着

 

3
月 

善
六
・
辰
蔵
、洗
礼
を
受
け
ロ
シ
ア
に
帰
化

 

5
月
上
旬 

佐
太
夫
・
左
平
・
銀
三
郎
・
茂
次
郎

・
多
十
郎
、オ
ホ
ー
ツ
ク
発

 

7
月
3
日 

吉
郎
次
・
津
太
夫
・
民
之
助
・
市
五
郎
・

八
三
郎
・
清
蔵
・
巳
之
助
、オ
ホ
ー
ツ
ク
発

 

10
月
23
日 

市
五
郎
、ヤ
ク
ー
ツ
ク
で
死
去

 

11
月 

佐
太
夫
・
左
平
・
銀
三
郎
・
茂
次
郎
・

多
十
郎
、イ
ル
ク
ー
ツ
ク
着

 

12
月 

吉
郎
次
・
津
太
夫
・
民
之
助
・
八
三
郎

・
清
蔵
・
巳
之
助
、イ
ル
ク
ー
ツ
ク
着

 
 

民
之
助
・
八
三
郎
、洗
礼
を
受
け
ロ
シ
ア
に

帰
化

寛
政
11
年（
一
七
九
九
）

 

2
月
28
日 

船
親
父
の
吉
郎
次
、死
去

 

11
月
27
日 

若
宮
丸
船
主
米
沢
屋
平
之
丞
、石
巻
禅
昌

寺
で
七
回
忌
を
行
い
、供
養
碑
を
建
立

享
和
２
年（
一
八
〇
二
）

 

7
月
22
日 

ロ
シ
ア
政
府
、世
界
周
航
船
ナ
ジ
ェ
ー
ジ
ダ

号
と
僚
船
ネ
ヴ
ァ
号
の
派
遣
を
正
式
決
定

  （
世
界
周
航
探
検
隊
長
兼
遣
日
修
好
使

　
節
レ
ザ
ー
ノ
フ
、ナ
ジ
ェ
ー
ジ
ダ
号

　
艦
長
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
）

 
 

辰
蔵
に
加
え
、茂
次
郎
・
巳
之
助
も

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
洗
礼
を
受
け
て

ロ
シ
ア
に
帰
化
し
、残
留
す
る

 

7
月
4
日 

ナ
ジ
ェ
ー
ジ
ダ
号
、デ
ン
マ
ー
ク
・

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
着

 

8
月
13
日 

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ァ
ル
マ
ス
着

 

9
月
5
日 

カ
ナ
リ
ア
諸
島
テ
ネ
リ
フ
ェ
島
着

 

11
月
8
日 

ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
島
着

享
和
３
年（
一
八
〇
三
）

 

3
月
7
日 

漂
流
民
13
人
、サ
ン
ク
ト
ぺ
テ
ル
ブ
ル
グ

に
向
け
出
発

 

3
月
9
日 

佐
太
夫
・
清
蔵
、病
気
の
た
め
落
伍

 

4
月
上
旬 

銀
三
郎
、ペ
ル
ミ
で
病
気
の
た
め
落
伍

 

4
月
26
日 

漂
流
民
10
人
、ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
着

 

5
月
16
日 

漂
流
民
10
人
、ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
1
世

に
謁
見

 

6
月
17
日 

帰
国
を
希
望
し
た
儀
兵
衛
・
津
太
夫
・
左
平
・

多
十
郎
と
通
訳
の
善
六
、ナ
ジ
ェ
ー
ジ
ダ
号

で
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
港
を
出
帆

す
で
に
帰
化
し
て
い
た
民
之
助
・
八
三
郎
・

文
化
元
年（
一
八
〇
四
）

 
3
月
27
日 

マ
ル
ケ
サ
ス
諸
島
着

 

6
月
9
日 

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
・
ペ
ト
ロ
パ
ブ
ロ
フ

ス
ク
入
港

 

8
月
5
日 
ペ
ト
ロ
パ
ブ
ロ
フ
ス
ク
出
港

 
 

善
六
、下
船
を
命
じ
ら
れ
当
地
に

残
る

 

9
月
6
日 

ナ
ジ
ェ
ー
ジ
ダ
号
、長
崎
着

上
陸
を
許
さ
れ
ず

 

11
月
17
日 

レ
ザ
ー
ノ
フ
以
下
ロ
シ
ア
人
16
人
と

漂
流
民
4
人
、上
陸
を
許
さ
れ
る
も

梅
ヶ
崎
仮
館
に
軟
禁

 

12
月
17
日 

多
十
郎
、自
殺
未
遂

文
化
２
年（
一
八
〇
五
）

 

3
月
6
日
〜
9
日　
3
回
に
わ
た
る
日
露
会
談

 

3
月
10
日 

漂
流
民
4
人
、日
本
側
に
引
き
渡
さ
れ
る

 

3
月
19
日 

ナ
ジ
ェ
ー
ジ
ダ
号
、長
崎
を
出
航

 

10
月
20
日 

漂
流
民
4
人
、仙
台
藩
に
引
き
渡
さ
れ

江
戸
に
向
か
う

 

12
月
18
日 

漂
流
民
4
人
、江
戸
到
着

 

12
月
20
日 

江
戸
仙
台
藩
邸
で
藩
主
の
伊
達
周
宗
に

謁
見

 

12
月
25
日 

大
槻
玄
沢
・
志
村
弘
強
、漂
流
民
の

尋
問
を
始
め
る

文
化
３
年（
一
八
〇
六
）

 

2
月
下
旬 

取
り
調
べ
を
終
え
、漂
流
民
4
人
、

江
戸
を
発
ち
故
郷
に
帰
る

 

4
月
1
日 

多
十
郎
、室
浜
で
病
没（
36
歳
）

 

9
月
3
日 

儀
兵
衛
、室
浜
で
病
没（
45
歳
）

文
化
４
年（
一
八
〇
七
）

 

4
月 

大
槻
玄
沢
、『
環
海
異
聞
』を
藩
主
の
伊
達

周
宗
に
呈
上

 

7
月
26
日 

津
太
夫
・
左
平
、箱
館
で
若
年
寄
の
掘
田
正
敦

（
周
宗
の
後
見
人
）蝦
夷
地
巡
検
の
際
、

ロ
シ
ア
情
報
を
提
供

文
化
11
年（
一
八
一
四
）

 

7
月
29
日 

津
太
夫
、寒
風
沢
で
死
去（
70
歳
）

文
化
10
年（
一
八
一
三
）

 

9
月
19
日 

善
六
、ゴ
ロ
ウ
ニ
ン
事
件
解
決
交
渉
の

ロ
シ
ア
側
通
訳
と
し
て
箱
館
に
上
陸

文
政
12
年（
一
八
二
九
）

 

4
月
12
日 

左
平
、寒
風
沢
で
死
去（
67
歳
）

若
宮
丸
漂
流
民
年
表

若
宮
丸
漂
流
民
年
表

※

日
付
は
和
歴（
旧
暦
）

若宮丸漂流民の足跡と彼らが見たもの

昼も夜も馬車で走り続け
3人が病気落伍

酷暑・極寒の悪路の旅で
１人が病死


